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近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
業
者
と
い
う
こ
と

で
安
心
感
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
Ａ
さ
ん
は

訪
問
に
応
じ
一
対
一
で
話
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
心
構
え
や
準
備

も
無
く
一
方
的
に
話
を
聴
く
こ
と
に
な
り
、

断
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

業
者
な
ど
知
ら
な
い
人
が
訪
ね
て
き
た
と

　

昨
年
９
月
に
消
費
者
庁
が
誕
生
し
、
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
始
や
各
自
治
体
相
談

窓
口
の
強
化
な
ど
消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か

ら
、
市
の
窓
口
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
被

害
に
気
づ
か
な
か
っ
た
人
や
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
人
た
ち

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
消
費
者
被
害
に
お
け
る
高

齢
者
の
割
合
は
依
然
と
し
て
高
く
、
こ
れ
ら
の

被
害
を
食
い
止
め
る
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
狙

わ
れ
や
す
い
高
齢
者
な
ど
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、声
を
掛
け
合
い
、変
わ
っ

た
様
子
が
な
い
か
、
お
互
い
に
気
を
配
り
、
消

費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

き
に
は
、
扉
を
開
け
ず
に
名
前
を
聞
き
、
そ

の
ま
ま
用
件
を
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

再
訪
問
し
て
も
ら
う
よ
う
伝
え
、
そ
の
間
に

知
人
に
相
談
し
、
同
席
し
て
も
ら
う
の
も
被

害
に
あ
わ
な
い
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
普
段
か
ら
高
齢
者

世
帯
に
は
気
を
配
り
、
見
慣
れ
ぬ
来
訪
者
が

あ
っ
た
際
な
ど
は
、
近
所
同
士
が
気
軽
に
声

掛
け
が
で
き
る
環
境
を
保
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
消
費

者
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
大
切
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
実
際
の

相
談
例
に
あ
わ
せ
て

説
明
し
ま
す
。

■
相
談
事
例
：
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契
約

　
Ａ
さ
ん
は
高
齢
者

で
一
人
暮
ら
し
で

す
。
あ
る
日
、
近
所

の
家
で
屋
根
工
事
を

し
て
い
た
業
者
か
ら

訪
問
を
受
け
「
屋
根

が
古
く
な
り
危
険
で
す
、
早
く
直
し
た
ほ

う
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
も
そ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

た
た
め
、
誰
に
も
相
談
せ
ず
50
万
円
の
契

約
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
工
事

が
始
ま
り
、
さ
ら
に
２
０
０
万
円
の
工
事

を
持
ち
か
け
ら
れ
、
そ
れ
も
契
約
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
工
事
も
見
積
書

や
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
額
が
大

き
く
不
安
に
な
っ
た
Ａ
さ
ん
は
親
戚
の
人

に
相
談
し
、
窓
口
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。

○
業
者
を
家
に
入
れ
な
い

○
一
対
一
で
話
を
し
な
い

○
契
約
は
、

　
　
あ
わ
て
ず
、
よ
く
考
え
て
か
ら

　

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
多
く
は
、
今
回

の
よ
う
に
訪
問
さ
れ
て
す
ぐ
に
契
約
を
済
ま

せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
を
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
必
要
な
の
か
、
支
払
額
は
妥
当
な
の
か
な

ど
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
ん
な
契
約
も
、
家
族
か

知
人
に
相
談
し
て
か
ら
と

決
め
て
お
く
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。

○
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
活
用
を

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
、
消
費
者
に
契

約
に
つ
い
て
考
え
直
す
時
間
を
与
え
、
契
約

解
除
を
認
め
る
制
度
で
、成
立
す
れ
ば
支
払
っ

た
お
金
は
全
額
返
金
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
相
談
事
例
で
は
、相
手
業
者
が
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
に
応
じ
、
無
事
契
約
が
解
除
で

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
商
取
引
に
適
用
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
、
期
限
も
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
契
約
内
容
に
よ
っ
て
期
限
は
異
な
り

ま
す
が
、
契
約
の
日
か
ら
８
日
以
内
と
覚
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の

方
法
な
ど
の
相
談
は
、｢

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
０
５
７
０・０
６
４・３
７
０
）｣

を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
市
の
窓
口
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

出
前
講
座
を

　
　
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
対　

象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
30
人
程
度
ま
で
の
グ
ル
ー
プ

【
開
催
日
時
】
原
則
と
し
て
市
の
休
業

日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
（
調
整
が
つ
け
ば
、
そ
の
他
の
時
間

帯
も
可
能
で
す
。）

【
費　

用
】
無
料
（
た
だ
し
、
会
場
使

用
料
や
講
座
で
使
用
す
る
材
料
費
は
、

申
込
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

【
講　
師
】
市
職
員
、
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
啓
発
活
動
地
域
リ
ー
ダ
ー

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】
開
催
予
定

日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
市
民
生
活
課

市
民
生
活
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

☎
22
・
９
６
３
８　
ＦＡＸ
22
・
９
６
４
１

○
家
に
入
れ
な
い(

業
者
を)

○
一
対
一
に
な
ら
な
い(

業
者
と)

○
す
ぐ
に
契
約
し
な
い

○
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
活
用

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

「
守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
！

　
～
な
く
そ
う
！
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
～
」
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【対象者】　
　民間事業者および公共的団体
【募集する封筒の種類と広告掲載料（１枠）】

※設置期間は確約するものではなく、封筒がなくな
　り次第広告を終了します。
※窓口封筒は本庁住民課、各支所住民福祉課、各地区
　市民センター（証明書交付を行っている）の窓口へ
　設置します。来庁者が各種証明書を持ち帰るため、
　必要に応じて自由にご利用いただくものです。
※広告掲載料には消費税および地方消費税を含みます。
【掲載場所】窓口封筒の裏面
【募集枠】　
　Ａ４サイズ：４枠　
　長３サイズ：３枠

窓口封筒に広告を載せませんか

＜救急車を要請する主な症状＞
・急に倒れた、意識がない
・激しい頭痛、胸痛、腹痛など
・交通事故による負傷
・息苦しそう、息をしていない
・けいれんが続くとき
・広い範囲のやけどをしたとき
 ＜次の理由では利用を控えてください。＞
・病院に行くと待たされる
・どこの病院に行けばよいか分からない
・入院、通院のためのタクシー代わり
・救急車はタダだから…

・緊急性のない軽いけ
　がや病気（手足の擦
　りきず、風邪、歯痛、
　酒酔いなど）

消防本部から救急車の
適正利用のお願いです。

　救急出動件数は年々増加してい
ます。中でも、軽いけがや緊急性
のない安易な救急要請の増加は、
命の危険がある重症傷病者への対
応の遅れを招きます。救急車を要
請するときは、緊急性があり、救
急車以外に搬送手段がないかもう
一度考えてみてください。
　救急搬送の対象となるのは、災
害により生じた事故、また急病に
より生命に危険を及ぼし、著しく
悪化するおそれがある症状を示す
疾病者を医療機関などに迅速に搬
送するための適当な手段がない場
合の事故などです。

救急車の適正利用にご協力ください伊賀市
消防本部

　緊急性がなく自分で病院に行け
る場合は、ほかの交通機関などを
ご利用ください。
　症状から見て緊急性がある場合は、
迷わず 119 番通報してください。
　診察可能な病院が分からない場
合は、救急医療情報センター（☎
24-1199）で確認してください。

　この広告は、広告収入を得て封筒作成経費の一部に充てる
取組で、広告の内容と伊賀市の窓口業務に関係はありません。
広告内容に関するご質問は、広告主に直接お問い合わせくだ
さい。

１００ｍｍ

５８ｍｍ

１００ｍｍ

５８ｍｍ

　この広告は・・・

【問い合わせ】
　消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ 24-9111

名　称 設置期間 作成予定枚数 広告掲載料
Ａ４サイズ ９月から１年程度 30,000 枚 30,000 円
長３サイズ ９月から１年程度 30,000 枚 30,000 円

【掲載の決定方法】
　申し込まれた広告の内容を審査し、掲載することが適
当と認められる申込者の中から、市内に本店・支店・営
業所などがある方を優先し、先着順により決定します。
【広告の規格】
　大きさは縦５８mm×横１００mm、色はＡ４サイズ紺色、
長３サイズ黒色で、広告主の名称と連絡先を明記したもの
（原稿はｅｐｓ形式の電子データにより作成してください。）
【申込方法】
　窓口封筒広告掲載申込書（様式第１号）に必要事項を
記入の上、次の３点の資料を添付し、申込締切日までに
本庁住民課へ持参により提出してください。郵送、ＦＡＸ、
Ｅメールなどでの提出は不可とします。なお、申込書は
本庁住民課に用意しているほか、市ホームページ（http://
www.city.iga.lg.jp/）からダウンロードできます。
①広告の原稿を紙に印刷したもの、またはその形状
　および内容を示す書類
②事業者の事業の概要が分かる書類
③伊賀市の市税完納証明書（申込日前３カ月以内の
　証明日のものに限る）
【申込期間】　５月１７日（月）～６月１８日（金）
※募集に関する詳細については、「伊賀市窓口封筒広
　告掲載募集要項」をご確認ください。
　また、事業者の業種などによっては、広告を掲載
　できない場合がありますので、「伊賀市広告掲載要
　綱」および「伊賀市広告掲載基準」をご確認ください。
【問い合わせ】　住民課
　☎ 22-9645　ＦＡＸ 22-9643


